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中
国
に
お
け
る
企
業
文
化
の
現
状
と
考
察

北
京
大
学
が
関
わ
る
企
業
研
修
を
ケ
ー
ス
と
し
た
分
析

王
守
常

（
翻
訳
＝
石
井
剛
）

　
一
九
四
九
年
に
新
中
国
が
誕
生
し
て
以
来
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
国
有
企
業
は
ず
っ
と
中
国
経
済
の
主
体
で
あ
り
続

け
た
。
伝
統
的
な
計
画
経
済
体
制
の
下
で
、
高
度
に
集
権
化
し
た
計
画
経
済
に
よ
る
生
産
管
理
モ
デ
ル
に
は
、
企
業
文
化
の
建

設
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
側
面
も
あ
っ
た
が
、
深
刻
な
マ
イ
ナ
ス
要
素
も
存
在
し
て
い
た
。

　
高
度
に
集
権
化
し
た
計
画
経
済
生
産
管
理
モ
デ
ル
の
影
響
下
で
は
、
企
業
文
化
の
中
で
も
共
通
の
価
値
観
や
理
想
主
義
が
唯

一
の
選
択
だ
っ
た
。
企
業
の
社
会
主
義
と
し
て
の
共
通
性
を
体
現
す
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
益
を
重
視
す
る
大

集
団
観
念
や
艱
難
困
苦
の
奮
闘
精
神
（
大
慶
精
神

）
1
（

）
が
五
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
中
国
の
企
業
文
化
に
お
け
る
精

神
的
な
支
柱
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
観
念
や
精
神
は
、
中
国
の
計
画
経
済
時
代
に
お
い
て
基
本
的
な
産
業
構
造
や
社
会
的
基
礎

を
完
成
す
る
た
め
の
重
要
な
原
動
力
で
あ
っ
た
し
、
後
の
八
〇
年
代
に
あ
ら
わ
れ
た
経
済
改
革
に
も
一
定
の
基
礎
を
提
供
し
た
。

（
1
）
大
慶
は
黒
竜
江
省
に
あ
る
大
規
模
油
田
。
一
九
五
九
年
に
発
見
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
の
石
油
国
内
自
給
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
大
慶
に
お

け
る
石
油
生
産
活
動
は
、
英
雄
主
義
的
な
不
撓
不
屈
精
神
と
自
給
自
足
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
の
象
徴
と
し
て
大
い
に
顕
彰
さ
れ
、
自
力
更
生
路
線

を
歩
ん
で
い
た
当
時
の
経
済
建
設
路
線
の
典
型
と
な
っ
た
。
文
化
大
革
命
期
以
降
、「
工
業
は
大
慶
に
学
べ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
定
着
し
た
。

な
お
、
以
下
の
註
お
よ
び
文
中
〔
　
〕
で
示
し
た
箇
所
は
す
べ
て
訳
者
に
よ
る
附
記
。
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だ
が
、
こ
う
し
た
計
画
経
済
に
お
け
る
集
権
的
管
理
の
文
化
は
国
家
集
団
主
義
の
観
念
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
企
業

管
理
の
す
べ
て
が
行
政
化
し
、
経
済
活
動
に
お
け
る
自
己
組
織
化
の
よ
う
な
変
動
的
要
素
が
無
視
さ
れ
る
一
方
で
、
従
業
員
の

積
極
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
人
員
が
だ
ぶ
つ
き
、
生
産
ク
オ
リ
テ
ィ
が
劣
化
し
、
浪
費
が
生
じ
た
。
そ
の
結

果
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
多
く
の
国
有
企
業
が
国
家
の
財
政
支
出
に
お
け
る
最
大
の
負
担
に
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
八
〇
年
代
の
中
頃
、
経
済
体
制
改
革
が
実
行
さ
れ
た
後
に
は
、
伝
統
的
な
計
画
経
済
体
制
は
少
し
ず
つ
社
会
主
義
市
場
経
済

体
制
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
生
産
効
率
は
向
上
し
、
生
産
資
源
の
合
理
的
配
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
中
国
経

済
は
か
つ
て
な
い
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
私
企
業
の
規
模
や
生
産
額
は
国
有
企
業
の
生
産
額
を
上
回
る

よ
う
に
な
り
、
中
国
の
経
済
体
制
に
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
た
。
企
業
の
高
度
成
長
、
そ
し
て
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
プ
ロ
セ
ス

へ
の
参
入
の
結
果
、
企
業
文
化
構
築
を
め
ぐ
る
環
境
は
変
化
し
始
め
た
。
特
に
、
近
代
的
企
業
制
度
が
で
き
あ
が
り
、
中
国
的

特
色
の
あ
る
企
業
文
化
の
構
築
に
と
っ
て
有
利
な
環
境
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
こ
ろ
に
は
、「
企
業
文
化
」
と
い
う
概
念
は
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
経
済
体
制
の
改

革
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
た
市
場
経
済
と
い
う
大
き
な
環
境
的
条
件
が
つ
く
り
だ
さ
れ
、
企
業
は
そ
の
中
で
忙
し

く
生
産
と
販
売
を
行
っ
た
。
企
業
は
急
速
な
成
長
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
あ
っ
て
、「
企
業
文
化
」
の
構
築
な
ど
考
え
る
余
裕
が
な

か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
九
〇
年
代
に
入
り
、
中
国
の
経
済
発
展
が
一
層
世
界
経
済
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
、

西
洋
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
や
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
よ
う
な
経
済
管
理
教
育
課
程
が
中
国
に
も
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
大
学
で
は
次
々

に
経
済
管
理
学
院

）
2
（

が
設
置
さ
れ
、
民
間
の
研
修
会
社
も
機
運
に
乗
じ
て
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

マ
ン
パ
ワ
ー
、
経
理
、
物
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
研
修
講
座
が
気
運
に
乗
っ
て
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
経

済
管
理
研
修
教
育
は
、
企
業
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
経
験
に
基
づ
く
管
理
か
ら
理
性
的
な
思
考
へ
と
レ
ヴ
ェ
ル
ア
ッ
プ
す
る
の
を
助

け
、
企
業
管
理
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
を
大
い
に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
中
国
の
企
業
、
と
り
わ
け
私
営
企
業
が
基
本
的
な
資
本
蓄
積
を
完
成
し
た
後
に
は
、
安
定
発
展
の
時



181 中国における企業文化の現状と考察

代
が
訪
れ
た
。
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
つ
ら
い
創
業
期
を
の
り
こ
え
て
、
変
わ
り
ゆ
く
国
内
外
市
場
に
ど
う
や
っ
て
対
応

し
、
企
業
を
強
大
に
し
て
い
く
か
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
人
生
の
価
値
や
理
想
に
つ
い
て
考
え
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
組
織
が
研
修
コ
ー
ス
の
中
に
人
文
思
想
関
連
の
研
修
内
容
を
付
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
わ
た
し
た
ち
は
、
北
京
大
学
哲
学
系
と
中
国
文
化
書
院

）
3
（

が
二
〇
〇
二
年
に
商
帥
天
誠
管
理
研
究
院
（
私
営
の
人
材
養
成

組
織
。w

w
w.shangshuai.cn

）
と
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
に
乾
元
国
学
（
私
営
の
人
材
養
成
組
織
。w

w
w.qianyuangx.com

）
と
協
力
し
て
開

講
し
た
「
管
理
哲
学
と
企
業
文
化
に
関
す
る
会
長
研
修
講
座
」、「
国
学
精
読
」、「
西
学
精
読
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ケ
ー
ス
と

し
て
分
析
し
、
中
国
の
伝
統
文
化
と
西
洋
哲
学
が
今
日
の
企
業
文
化
研
修
の
中
で
果
た
し
て
い
る
役
割
や
価
値
に
つ
い
て
理
解

し
て
み
よ
う
。

　
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
間
、「
会
長
管
理
哲
学
研
修
講
座
」
は
一
四
期
に
わ
た
る
学
生
募
集
を
行
っ
た
（
学
制
は
一

年
。
一
二
回
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
毎
月
金
・
土
・
日
曜
日
開
講
）
。
平
均
す
る
と
各
期
五
〇
人
が
参
加
し
、
総
数
は
七
一
二
名

で
あ
っ
た
。
現
在
も
四
ク
ラ
ス
が
学
内
に
て
学
習
中
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
間
、「
国
学
精
読
」
講
座
は
八
期
に
わ
た
る
学
生
募
集
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
「
西

学
精
読
」
講
座
の
一
期
募
集
と
併
せ
（
学
制
三
年
、
毎
月
土
・
日
開
講
）
、
募
集
総
数
は
四
一
一
人
。

（
2
）
中
国
の
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、college

に
相
当
す
る
単
科
大
学
を
「
学
院xueyuan

」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
今
日
ま
で
続

く
大
学
組
織
の
再
編
過
程
で
は
、
学
部
に
相
当
す
る
「
系xi

」
を
複
数
統
合
し
て
「
学
院
」
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
にschool

と
同
等
と

理
解
さ
れ
る
。

（
3
）
梁
漱
溟
（
一
八
九
三
―
一
九
八
八
）、
馮
友
蘭
（
一
八
九
五
―
一
九
九
〇
）、
張
岱
年
（
一
九
〇
九
―
二
〇
〇
四
）
ら
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
北
京
大
学
を

中
心
と
す
る
哲
学
研
究
者
た
ち
が
一
九
八
四
年
に
設
立
し
た
民
間
学
術
組
織
。
一
九
八
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
「
新
啓
蒙
運
動
」
で
は
、
西
洋
学
術
思
想
の

翻
訳
・
紹
介
に
多
く
の
力
が
注
が
れ
た
が
、
そ
の
中
で
中
国
文
化
書
院
は
、
中
国
伝
統
文
化
を
基
盤
と
す
る
運
動
体
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。



182

開
設
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
1
）「
会
長
管
理
哲
学
研
修
講
座
」
の
授
業
内
容

①
「
中
国
文
化
概
論
」、
②
「
儒
家
文
化
」、
③
「
道
家
文
化
」、
④
「
法
家
文
化
」、
⑤
「
易
経
」、
⑥
「
孫
子
兵
法
」、
⑦

「
仏
教
と
中
国
文
化
」、
⑧
「
中
国
美
学
」、
⑨
「
西
洋
哲
学
」、
⑩
「
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
、
一
〇
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な

る
テ
ー
マ
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
は
一
八
コ
マ
の
授
業
か
ら
な
る
。

（
2
）「
国
学
精
読
」
講
座
の
授
業
内
容

一
年
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
「
国
学
概
説
」
（
一
二
コ
マ
）
、
②
「
史
料
学

―
経
典
紹
介
」
（
一
二
コ
マ
）
、
③
「
四
書
」
（『
論
語
』、『
孟
子
』、『
大
学
』、

『
中
庸
』
精
読
。
四
二
コ
マ
）
、
④
「
道
徳
経
精
読
」
（
一
八
コ
マ
）
、
⑤
「
荘
子
内
七
篇
精
読
」
（
二
四
コ
マ
）
、
⑥
「
商
君
書
精
読
」

（
一
二
コ
マ
）

二
年
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
「
儒
家
と
『
詩
経
』」
（
二
四
コ
マ
）
、
②
「
名
士
と
玄
学
」
（
二
四
コ
マ
）
、
③
「
仏
教
と
仏
経
」
（
三
六
コ
マ
）
、
④
「
史
学

と
『
史
記
』」
（
二
四
コ
マ
）
、
⑤
「
兵
家
と
『
孫
子
兵
法
』」
（
一
二
コ
マ
）
、
⑥
「
唐
宋
詩
詞
の
鑑
賞
と
分
析
」
（
二
四
コ
マ
）
、

⑦
「『
紅
楼
夢
』
哲
学
解
読
」
（
一
二
コ
マ
）

三
年
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
「
儒
家
と
『
礼
記
』」
（
二
四
コ
マ
）
、
②
「
三
伝
の
う
ち
『
左
伝
』」
（
二
四
コ
マ
）
、
③
「
宋
明
儒
家

―
理
学
二
派
」

（
二
四
コ
マ
）
、
④
「
明
清
と
近
代
の
思
想
家
」
（
二
四
コ
マ
）
、
⑤
土
着
宗
教

―
道
教
（
二
四
コ
マ
）
、
⑥
古
典
文
学
名
著
の

鑑
賞
と
分
析
（
二
四
コ
マ
）
、
⑦
中
国
美
学
（
二
四
コ
マ
）

（
3
）
西
学
教
室
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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①
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
化
及
び
そ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
制
度
」
（
一
八
コ
マ
）
、
②
「
キ
リ
ス
ト
教
、
宗
教
改
革
と
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
文
化
」
（
一
五
コ
マ
）
、
③
「
啓
蒙
運
動
、
合
理
主
義
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
（
一
五
コ
マ
）
、
④
「
ロ
ー
マ
法
、
英
米
法
と

大
陸
法
」
（
一
八
コ
マ
）
、
⑤
「
ド
イ
ツ
の
哲
学
、
文
化
、
科
学
」、
⑥
「
権
利
、
自
由
主
義
、
市
場
経
済
」
（
一
八
コ
マ
）
、
⑦

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
近
代
西
洋
社
会
」
（
一
八
コ
マ
）
、
⑧
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

―
言
説
の
権
利
と
文
明
」
（
一
二
コ
マ
）
、

⑨
「
西
洋
中
心
主
義
と
反
西
洋
中
心
主
義
」
（
一
二
コ
マ
）
、
⑩
「
西
洋
建
築
と
西
洋
芸
術
」
（
一
二
コ
マ
）

三
講
座
の
受
講
者
構
成

（
1
）
民
営
企
業
家
（
不
動
産
、
製
造
業
、
広
告
業
、
Ｉ
Ｔ
業
、
映
像
業
、
金
融
業
）
約
八
五
％
、
教
育
界
・
宗
教
界
（
民

間
教
育
、
僧
侶
）
約
五
％
、
国
有
企
業
リ
ー
ダ
ー
約
五
％
、
政
府
職
員
約
三
％
、
自
由
業
者
約
二
％
。

（
2
）
年
齢
層
は
、
三
〇
か
ら
四
五
歳
が
約
九
五
％
、
四
五
か
ら
六
〇
歳
が
約
五
％
。

（
3
）
受
講
者
の
う
ち
九
〇
％
以
上
は
短
大
、
大
学
卒
。

（
4
）
受
講
者
の
う
ち
九
〇
％
以
上
は
企
業
の
主
要
リ
ー
ダ
ー
。

　
こ
の
統
計
は
十
分
精
確
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
過
去
五
年
間
の
企
業
文
化
発
展
に
見
ら
れ
る
問
題
点
や
傾
向
を
概
ね
反

映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

（
1
）
企
業
は
人
文
教
育
の
研
修
を
重
視
し
て
い
る
。
受
講
者
の
う
ち
八
〇
％
の
人
が
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
や
そ
の
他
マ

ン
パ
ワ
ー
、
財
務
税
法
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
な
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、

中
国
の
文
化
伝
統
や
西
洋
哲
学
、
宗
教
と
政
治
、
法
律
知
識
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
。

（
2
）
企
業
管
理
文
化
の
構
築
に
は
、
中
国
伝
統
文
化
と
西
洋
文
化
か
ら
の
資
源
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
家
た
ち
は
、

中
国
伝
統
文
化
の
中
の
有
益
な
資
源
を
ど
う
や
っ
て
今
あ
る
管
理
体
制
の
中
に
移
植
し
て
い
く
の
か
を
考
え
始
め
て
い
る
。
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（
3
）
企
業
家
は
人
文
哲
学
の
学
習
を
通
じ
て
、
自
ら
の
人
文
的
教
養
を
高
め
た
い
と
願
い
、
社
会
的
な
公
益
活
動
に
関

心
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

（
4
）
Ｍ
Ｂ
Ａ
や
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
課
程
に
よ
る
養
成
と
比
べ
て
み
て
も
、
人
文
教
育
研
修
は
、
今
日
の
職
業
訓
練
市
場
の
な
か

で
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。「
国
学
」
を
標
榜
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
広
く
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
結
果
、
人
文
研
修
組
織
は
の
び
し
ろ
が
大
き
く
な
り
、
利
益
も
た
い
へ
ん
よ
く
あ
が
っ
て
い
る
。

（
5
）
大
学
に
お
け
る
人
文
社
会
学
分
野
の
教
師
た
ち
が
積
極
的
に
企
業
管
理
文
化
の
研
修
に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
員
が
そ
の
専
門
や
文
献
史
料
に
あ
た
る
場
合
に
も
、
新
し
い
解
釈
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
守

常
が
雑
誌
『
新
財
富
』〔
二
〇
〇
五
年
一
一
月
号
〕
の
た
め
に
執
筆
し
た
文
章
（
次
章
）
を
参
照
の
こ
と
。


